
３１年度 施 政 方 針
　28年７月の市長就任から、門真を市民の皆様が誇りと愛着

の持てるまちへと変えるよう取り組んでまいりました。

　本年も、地域に根差した子育て・教育施策の充実を柱とし

つつ、皆様にとって快適な住まい環境、そして、誰もが働き

やすく、暮らしやすい環境の実現に向けて取り組んでまいり

ます。

　また、市民の皆様の理想とするまちを実現するための新た

な指針となる門真市第６次総合計画を策定し、新たな指針の

もとに課題を一つひとつ解決し、市政が皆様の暮らしの支え

となるよう、全力を挙げて市政運営に努めてまいります。

※施政方針全文は市ホームページ参照

問合先　企画課　☎０６(６９０２)５５７２

地域に根差した
子育て・教育施策の充実

まちづくりの推進による
快適な住まい環境の整備

産業の振興と
身近で働ける場の創出

災害時への「備え」となる
取り組みを実施

◆４月から国に先行して４歳・５歳児に加え、

３歳児の保育料などの無償化を実施

◆子どもの見守りを継続して続

け、支援を要する子どもや保護

者の課題を解決

◆保育定員の拡充や保育士の確保

で待機児童ゼロの実現へ

◆「ひよこテラス」「ひよこる～む」

の開設で妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を充実

◆教育現場の効率化に向け、小・中学校のICT環境を整備

◆北部地区において優先主要生活道路の整備や除却補助などに

より、「地震時等に著しく危険な密集市街地」の解消を推進

◆延焼遮断空間の確保のため都市計画道路寝屋川大東線の

　整備を促進

◆防犯対策促進のため市内に約300基ある

　防犯カメラをさらに増設

◆キャリア講座などで出産・子育てを経て就職や復職を

めざす女性を支援

◆市域全体の防災意識や防災力向上

のため総合防災訓練を実施

◆災害時のスムーズな連絡・情報

の収集のため避難所に公衆無線

LAN環境を整備

◆災害時の迅速な事務処理のため災

害復旧費目を新設

４歳・５歳児に加え

３歳児の保育料などを無償化

保育所（２号認定）、認定こども園（１号・２号認定）

　世帯の所得などに関係なく無償

幼稚園（就園奨励費補助対象）

　世帯の所得などに関係なく就園奨励費として補助（上

限あり）

※就園奨励費補助を受けるには申請が必要

幼稚園（１号認定児童が対象）

　世帯の所得などに関係なく無償

児童発達支援施設・事業

　世帯の所得などに関係なく利用者負担相当額を給付

※給付を受けるには申請が必要。対象者には障がい福祉

課から申請書を送付

※こども発達支援センターは利用者負担額を免除

問合先

　【保育所・認定こども園・幼稚園】

　保育幼稚園課

　☎０６(６９０２)６７５７

　【児童発達支援施設・事業】

　障がい福祉課

　☎０６(６９０２)６１５４

　こども発達支援センター

　☎０７２(８８３)１６８０

４月から国に先行して対象を拡大

◆女性が働きやすい職場環境の整備を行う市内中小企業

へ整備費用を補助

一つひとつ課題を解決し、
将来への希望を持てるまちの実現へ
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